
　リレー・エッセイ 沖縄に対する「歴史的差別」の中止を

　2018 年 9 月 30 日，政府自民党などの異常な選

挙活動にもかかわらず，辺野古基地建設反対の翁

長前知事の遺志を継ぐ玉城デニーさんが，史上最

多の得票で当選された．安倍政権が現代民主主義

政府であるならば，ここで新基地建設を白紙に戻

し，アメリカ政府と代替案の交渉を開始すべきで

あろう．玉城新知事は翁長前知事が 7月 27 日に

表明した仲井眞元知事による辺野古沖の公有水面

埋め立て承認の取り消しを継承し，10 月 12 日に

安倍首相と会い，明確に辺野古基地建設の中止を

求めた．

　安倍政権は 10 月 17 日に沖縄防衛局名で県の処

分決定を不服として行政不服審査法に基づいて石

井国土交通大臣に審査請求を行った．沖縄問題で

は首相と対等の立場にある新知事の意見を聞かず

に強行するという地方自治を無視した不法な行為

である．審査を引き受けた石井大臣はこの請求に

対して，10 月 30 日，県の処分を取り消し，11 月

1 日工事が再開された．これは「違法」といって

よい措置である．なぜならば「行政不服審査法」

は行政庁の違法または不当な処分に対して，国民

の権利利益の救済を図る目的でつくられたもので

ある．ところが国家権力の象徴である防衛局が私

人になり済まして同じ政府の大臣に審査を要求し

て，県の承認取り消しを否定したのである．3年

前にも同じように政府部内で処理をしたのであっ

て，行政法学者 110 名が法の乱用と指摘している

ように，不当な決定である．しかも首相は沖縄の

行政の最高責任者である知事と会ったばかりであ

った．玉城知事はこれを不当として，1か月間政

府との交渉を要求して，政府も応じて実現したが，

政府は工事をやめていない．

　安倍内閣の沖縄政策はあたかも沖縄県が属領で

あるかの如く憲法体制下で平等な権利を持つ沖縄

県民の要求を全く無視して強圧している．これで

は前知事のいうように「歴史的差別」が繰り返さ

れているといってよい．本土の市民は沖縄の「歴

史的差別」に対して，あまりにも無関心ではない

か．

　琉球処分といわれるように 1872 年，琉球王国

は廃止され琉球藩とされ，1879 年軍事的圧力で，

沖縄県とされた．政府は明治地方自治制の完全な

施行を「民度が低い」として 30 年間遅らせ，戦

前を通じ大学・専門学校を朝鮮・台湾を含め全国

で唯一設置しなかった．本土防衛作戦のために沖

縄戦を無理強いし，民間人 10 万人以上を含む約

20 万人が犠牲となった．サンフランシスコ講和

条約では昭和天皇の意向もあって，米軍政下に置

かれた．基本的人権は抑圧され，経済・社会開発

に必要な本島中南部に米軍基地が造成され，生産

力のない基地消費経済が維持された．朝鮮戦争，

ベトナム戦争では米軍の最前線基地で県民は戦争

の恐怖の中にあった．

　この状況で，沖縄県民が平和・基本的人権・民

主主義の日本国憲法体制下に入りたいと希求した

のである．しかし 1972 年日本政府の復帰政策は，

本土の基地を縮小して，沖縄に過重な米軍基地の

継続・強化をし，基地を治外法権とする日米地位

協定をそのまま沖縄米軍基地に適用した．このた

め沖縄県は憲法体制下に入ったものの重要な地域

は依然として米軍支配下にあり，事故・犯罪や公

害が繰り返されているが，県の自治行政はその外

に置かれている．政府は環境や文化を無視した画

一的な公共事業中心の振興政策をすすめた．本土

では過疎県にも広がる自動車・電機などの民間製

造業は沖縄には進出しなかった．基地解放なくし

て経済社会の発展はない．今沖縄県民は辺野古基

地建設阻止によって，このような「歴史的差別」

からの解放の第一歩を求めている．安倍政権はこ

の希望を踏みにじろうとしているが，これでは日

本は「分断国家」である．沖縄の「歴史的差別」

をこれ以上許してはならない．
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